
アップグレード手順

•推奨されるアップグレード方法（1ページ）
• HX Connect UIを使用した HyperFlexクラスタのアップグレード（1ページ）
• vCenterのアップグレード後のタスク（5ページ）
•オンラインアップグレードプロセスのワークフロー（6ページ）
•オフラインアップグレードプロセスのワークフロー（9ページ）

推奨されるアップグレード方法
コンバインドアップグレードと分割アップグレードの両方について、アップグレード時間を最

適化するために、HyperFlexコンポーネントを次の順序でアップグレードすることをお勧めし
ます。

1. Cisco UCSインフラストラクチャのアップグレード

2. Cisco HX Data Platformのアップグレード

3. カスタマイズされた Ciscoをアップグレード VMware ESXi

4. Cisco UCSファームウェアのアップグレード

HX Connect UIを使用した HyperFlexクラスタのアップグ
レード

Hypercheckヘルスチェックユーティリティ:アップグレードする前に、Hypercheckクラスタ
でこの予防的ヘルスチェックユーティリティを実行することを推奨します。これらのチェッ

クにより、注意が必要なエリアがすぐに見やすくなり、シームレスなアップグレードエクスペ

リエンスを保証します。Hypercheckのインストールと実行方法の完全な手順の詳細について
は、『HyperFlex健全性および事前アップグレードチェックツール』を参照してください。

（注）
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現在の HX Data Platformバージョン 2.5(1a)以降のリリースからアップグレードする場合は、
HX Connect UIを使用します。

重要

手順

ステップ 1 UCSM（Aバンドル）または UCSサーバファームウェア（Cバンドル）のアップグレードが
必要な場合、Cisco UCSインフラストラクチャA、ブレードバンドルB、およびラックバンド
ルCをダウンロードします。詳細については、「ソフトウェアのダウンロード」を参照してく
ださい。

ステップ 2 先に進む前に、hx-storage-dataおよび vMotionのアップストリームスイッチがネットワーク全
体のフェールオーバーに対応するように設定されていることを確認してください。このように

設定されていないと、HyperFlexクラスタがオフラインになり、すべてのデータストアがESXi
ホストからマウント解除されます。詳細については、アップストリームネットワーク接続のテ

ストを参照してください。

ステップ 3 必要に応じて、Cisco UCSインフラストラクチャをアップグレードします。詳細については、
Cisco UCS Managerを使用した Cisco UCSインストラクチャのアップグレードを参照してくだ
さい。

推奨されるアップグレード方法（1ページ）に記載されているよう前に、HyperFlex
コンポーネントのアップグレードのシーケンスを開始する前に、まず UCSインフラ
ストラクチャを手動でアップグレードすることが重要です。HXプラットフォームの
ソフトウェアのアップグレード機能は、UCSインフラストラクチャバンドルをアッ
プグレードしません。このアップグレードは、手動のプロセスです。

（注）

ステップ 4 ブートストラップを実行して、 Cisco HX Data Platformをアップグレードします。

HyperFlexリリース3.5 (1a)以降を実行している場合は、HXConnect UIから自動ブート
ストラッププロセスを実行してCisco HXデータプラットフォームをアップグレード
できます。(HX Connect UIからの自動ブートストラップアップグレードプロセス)。
ただし、リリース 3.5(1a)よりも前であるHyperFlexリリースを実行している場合に示
すように、手動ブートストラッププロセスを実行してCiscoHXデータプラットフォー
ムをアップグレードする必要があります (手動ブートストラップアップグレードプ
ロセス)。

（注）

ステップ 5 HX Connectにログインします。

a) ブラウザに HXストレージクラスタ管理 IPアドレスを入力します。
Https://<storage-cluster-management-ip>に移動します。

b) 管理ユーザ名とパスワードを入力します。
c) [ログイン（Login）]をクリックします。

ステップ 6 ナビゲーションペインで、[Upgrade]を選択します。

ステップ 7 [Select Upgrade Type]ページからアップグレードのタイプを選択します。
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手動ブートストラップ後、UCSのみ、ESXiのみ、または UCSと ESXiを組み合わせ
たアップグレードを実行した場合、検証は失敗します。アップグレードを成功させる

ために、次のアップグレードタイプを推奨します。

• HXデータプラットフォームのみのアップグレード、その後のUCSファームウェ
アおよび/またはハイパーバイザソフトウェアのアップグレード

• [HX Data Platform]と [UCS Firmware]を選択します。

• HXデータプラットフォームおよびハイパーバイザソフトウェア

• HXデータプラットフォーム、 UCSファームウェア、およびハイパーバイザソ
フトウェア

注意

ステップ 8 タイプによって、アップグレードを実行する、資格情報の入力]タブで、次のフィールドに入
力します。

UCSサーバファームウェア

基本情報フィールド

Cisco UCS ManagerFQDNまたは IPアドレスを入力します。
例：10.193.211.120。

[UCS Managerホスト名 (UCS
Manager Hostname)]フィール
ド

Cisco UCS Manager <admin>ユーザ名を入力します。[User Name]フィールド

Cisco UCS Manager <admin>パスワードを入力します。[Admin Password]フィールド

[Discover]をクリックすると、[Current Version]フィールドに
現在のUCSファームウェアパッケージのバージョンが表示さ
れます。

[Discover]ボタン

HX Data Platform

基本情報UI要素

「Download Software - HyperFlexHXData Platform」から、前の
release.tgzを使用した既存のクラスタをアップグレードするた
めの Cisco HyperFlex Data Platformアップグレードバンドルの
最新パッケージファイルをアップロードします。

サンプルファイル名の形式: storfs-packages-3.5.2 a-31601. .tgz.

Drag the HX file here or click
to browse

現在のHyperFlexDataPlatformのバージョンが表示されます。現在のバージョン

HyperFlexクラスタの詳細 [HyperFlex version]および [Cluster
upgrade state]がリストされます。

Current cluster details

アップロードされたHyperFlexDataPlatformのバージョンが表
示されます。

Bundle version
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基本情報UI要素

MD5チェックサムの値は、アップグレードパッケージがダウ
ンロードされた場所と同じ /tmpディレクトリにある別個のテ

キストファイルに保管されています。

このオプションステップは、アップロードされたアップグ

レードパッケージバンドルの整合性を検証するのに役立ちま

す。

（任意）[Checksum]フィール
ド

ESXi

ESXiアップグレードオプションは、HyperFlexリリース 3.5(1a)以降の HyperFlex
Connect UIでサポートされています。

（注）

基本情報UI要素

「Download Software - HyperFlexHXData Platform」から、Cisco
HyperFlex Custom Image Offline Bundle for upgrading existing ESXi
ホストの最新パッケージファイルをアップロードします。

例:
HX-ESXi-6.5U2-10884925-Cisco-Custom-6.5.2.4-upgrade-bundle.zip。

ESXiファイルをここにドラッ
グするか、またはクリックし

てフィールドをブラウズしま

す。

現在の ESXiバージョンが表示されます。[Current version]フィールド

HyperFlexクラスタの詳細（[Hypervisor version]や [Cluster
upgrade state]など）がリストされます。

[Current hypervisor details]
フィールド

アップロードされた ESXiのバージョンが表示されます。[Bundle details]フィールド

vCenterクレデンシャル（vCenter Credentials）

基本情報UI要素

vCenter <admin>ユーザ名を入力します。[User Name]フィールド

vCenter <admin>パスワードを入力します。[Admin Password]フィールド

ステップ 9 [Upgrade]をクリックして、クラスタアップグレードプロセスを開始します。

ステップ 10 [Upgrade Progress]ページの [Validation Screen]に、実行中の検査の進行状況が表示されます。
検証エラーがある場合は修正します。アップグレードが完了したことを確認します。

アップグレードの進行中は、次のエラーメッセージが表示される場合があります：「WebSocket

の接続に失敗しました。（Websocket connection failed.）自動更新を無効にしました（Automatic

refresh disabled）」エラーメッセージを消去するには、ページの表示を更新するか、ログアウ
トしてからログインし直します。このエラーメッセージは、無視しても問題ありません。

クラスタのアップグレード中に、オーケストレーションノードが再起動した場合、または電源

の問題により電源が再投入された場合、クラスタのアップグレードは停止します。ノードが起
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動したら、次のコマンドを使用してクラスタシステムをクリーンアップした後、クラスタアッ

プグレードプロセスを再起動します。

stcli cluster upgrade --components hxdp –clean

クリーンアップコマンドが失敗した場合は、次のコマンドを実行して、すべての制御 VM
(ctrlVM)で stMgrサービスを再起動します。
#restart stMgr

次に、次のコマンドを再実行してクラスタシステムをクリーンアップします。

stcli cluster upgrade --components hxdp –clean

サンプルコードを次に示します。

root@ucs-stctlvm-385-1:~# stcli cluster upgrade --clean --components hxdp
##Forcefully cleaned up upgrade progress
root@ucs-stctlvm-385-1:~# stcli cluster upgrade --status
##No active upgrade found. Upgrade progress available after triggering an upgrade

vCenterのアップグレード後のタスク
拡張機能が動作しておらず、HyperFLexおよび vCenterが互換性のあるバージョンにアップグ
レードされている場合は、次の手順を実行します。

複数の HyperFlexクラスタがある場合は、再登録を試みる前に、すべての HXクラスタを、対
応するvCenterバージョンと互換性のあるHXバージョンにアップデートする必要があります。
vCenterからすべてのクラスタを削除しないうちは、com.springpath.sysmgmtの登録を解除しな
いでください。

（注）

始める前に

拡張機能が機能しているか確認します。その場合は、アップグレード後のタスクを実行する必

要はありません。

手順

ステップ 1 拡張機能の再登録を試行します。それでも拡張機能が機能しない場合は、次の手順に進みま
す。

ステップ 2 拡張機能の登録を解除します。

例：

com.springpath.sysmgmt.domain-<id>

com.springpath.sysmgmt
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mobブラウザ、https://< vCenter IPまたは FQDN>/mobを使用します (Content > extensionManager
Pathおよび Invoke UnregisterExtensionメソッド)。

拡張を登録解除する前に、クラスタを削除することをお勧めします。（注）

ステップ 3 次を使用して Springpathプラグインを再登録します。

例：

stcli cluster reregister

stcli cluster の再登録--hをヘルプとして使用してから、再登録を続行できま
す。

（注）

オンラインアップグレードプロセスのワークフロー

HyperFlexリリース3.5 (1a)以降を実行している場合は、HXConnectUIから自動ブートストラッ
ププロセスを実行してCisco HXデータプラットフォームをアップグレードできます。(HX
Connect UIからの自動ブートストラップアップグレードプロセス)。ただし、リリース 3.5(1a)
よりも前であるHyperFlexリリースを実行している場合に示すように、手動ブートストラップ
プロセスを実行して Cisco HXデータプラットフォームをアップグレードする必要があります
(手動ブートストラップアップグレードプロセス)。

注目

オンラインアップグレードプロセスのワークフローを使用する場合は、以下を考慮してくだ

さい。

•最初にCisco UCSインフラストラクチャを最新バージョンにアップグレードしてから、自
動アップグレードワークフローに従ってCiscoUCSファームウェアとCiscoHXDataPlatform
のコンバインドアップグレードを行います。オンラインアップグレードでは、すべての

サーバエンドポイントをアップグレードするために、ホストファームウェアパッケージ

を使用します。

•オンラインアップグレード中に、1つのノードがアップグレードされる（メンテナンス
モードになる）と、データレプリケーションファクタとアクセスポリシーの設定に基

づいて、許容されるノード障害の数が削減されます。

Cisco HyperFlexメンテナンスモードにアクセスする方法については、Cisco HyperFlexの
メンテナンスモードの開始の手順を参照してください。

• HXDPと UCSファームウェアの両方をアップグレードする場合は、メンテナンス期間の
長さに応じて、HX Connectを介したコンバインドアップグレードを選択できます。

• Firefoxブラウザは使用しないでください。ブラウザにバンドルされているフラッシュの
バージョンが古いため、このブラウザはサポートされていません。

アップグレード手順
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CiscoUCSManagerインフラストラクチャアップグレードでは、AutoInstallの使用のみをサポー
トしており、直接のサーバファームウェアアップグレードは、HX Data Platform Plug-inから
提供されているアップグレードオーケストレーションフレームワークでのみ実行する必要が

あります。

（注）

オンラインアップグレードプロセス中は、UCS Managerからのサーバ再起動の保留アクティ
ビティを確認しないでください。これを行うと、アップグレードプロセスが中断され、スト

レージが停止する可能性があります。HyperFlexは自動的に各ノードを再起動します。

（注）

次の表で、オンラインアップグレードのワークフローの概要を説明します。

参照先説明ステップ

ソフトウェアのダウンロードUCSM（Aバンドル）またはUCSサーバファー
ムウェア（Cバンドル）のアップグレードが必
要な場合、Cisco UCSインフラストラクチャ
A、ブレードバンドルB、およびラックバンド
ル Cをダウンロードします。

1.

アップストリームネットワー

ク接続のテスト

先に進む前に、hx-storage-dataおよび vMotion
のアップストリームスイッチがネットワーク

全体のフェールオーバーに対応するように設定

されていることを確認してください。このよう

に設定されていないと、HyperFlexクラスタが
オフラインになり、すべてのデータストアが

ESXiホストからマウント解除されます。

2.

CiscoUCSManagerを使用した
CiscoUCSインストラクチャの
アップグレード

必要に応じて、Cisco UCSインフラストラク
チャをアップグレードします。

推奨されるアップグレード方法（1
ページ）に記載されているよう前

に、HyperFlexコンポーネントのアッ
プグレードのシーケンスを開始する

前に、まず UCSインフラストラク
チャを手動でアップグレードするこ

とが重要です。HXプラットフォーム
のソフトウェアのアップグレード機

能は、UCSインフラストラクチャバ
ンドルをアップグレードしません。

このアップグレードは、手動のプロ

セスです。

（注）

3.
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参照先説明ステップ

HXリリース 3.5(1a)以降:

•自動ブートストラップ
は、HXリリース 3.5(1a)
以降でサポートされてい

ます。HXConnectUIから
の自動ブートストラップ

アップグレードプロセス

3.5(1a)よりも前の HXリリー
ス:

• 3.5(1a)よりも前の HXリ
リースでは、手動クラス

タブートストラップが必

要です。手動ブートスト

ラップアップグレードプ

ロセス

HX Data Platformをアップグレードするために
ブートストラップします。

4.

コマンド stcli

snapshot-schedule --disable

を実行します。

ブートストラップされたストレージコントロー

ラ VMでスナップショットスケジュールを無
効にします。

このスクリプトは、コントローラ

ノードの 1つで実行するだけで十分
です。

（注）

5.

管理者クレデンシャルを使用して HX Connect
にログインします。

6.
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参照先説明ステップ

HX Connect UIを使用した
HyperFlexクラスタのアップグ
レード（1ページ）

次のコンバインドアップグレードを開始しま

す。

• [HX Data Platform]と [UCS Firmware]を選
択します。

• HXデータプラットフォームおよびハイ
パーバイザソフトウェア

7.

HX Connectを使用した Cisco
HyperFlex Data Platformのアッ
プグレード

HX Connect UIを使用した
Cisco UCSサーバファーム
ウェアのアップグレード

HX Connect UIを使用した
ESXiのアップグレード

分割アップグレードを実行するには、

HXデータプラットフォームを最初
にアップグレードする必要がありま

す。HXData Platformを 3.5(1x)にアッ
プグレードした後は、UCSMのみ、
または ESXiのみ、および/またはそ
の両方の分割アップグレードを実行

できます。

UCSファームウェアのみをアップグ
レードする場合は、ファブリックイ

ンターコネクトディスカバリの後、

検証画面でアップグレードプロセス

が一時停止することがあります。ネッ

トワーク接続障害の問題である場合

もありますが、ほとんどの場合、プ

ロセスの終了を待てばよい場合がほ

とんどです。

注目

アップグレード後の作業アップグレードタスクが完了したことを確認

します。

8.

4.0 (2a)リリース以降では、静
的証明書ではなく動的自己署

名証明書が生成されます。

動的証明書の作成9.

コマンド stcli

snapshot-schedule --disable

を実行します。

同じコントローラ VMで、スナップショット
スケジュールを有効にします。

10.

オフラインアップグレードプロセスのワークフロー
次の表で、オフラインアップグレードのワークフローの概要を説明します。
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参照先説明ステップ

ソフトウェアのダウンロードUCSM（Aバンドル）または
UCSサーバファームウェア
（Cバンドル）のアップグレー
ドが必要な場合、CiscoUCSイ
ンフラストラクチャ A、ブ
レードバンドル B、および
ラックバンドル Cをダウン
ロードします。

1.

アップストリームネットワー

ク接続のテスト

先に進む前に、hx-storage-data
および vMotionのアップスト
リームスイッチがネットワー

ク全体のフェールオーバーに

対応するように設定されてい

ることを確認してください。

このように設定されていない

と、HyperFlexクラスタがオフ
ラインになり、すべてのデー

タストアがESXiホストからマ
ウント解除されます。

2.

アップグレード手順
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参照先説明ステップ

Cisco UCSManagerを使用した
CiscoUCSインストラクチャの
アップグレード

必要に応じて、CiscoUCSイン
フラストラクチャをアップグ

レードします。

推奨されるアップグ

レード方法（1
ページ）に記載され

ているよう前に、

HyperFlexコンポー
ネントのアップグ

レードのシーケンス

を開始する前に、ま

ずUCSインフラスト
ラクチャを手動で

アップグレードする

ことが重要です。HX
プラットフォームの

ソフトウェアのアッ

プグレード機能は、

UCSインフラストラ
クチャバンドルを

アップグレードしま

せん。このアップグ

レードは、手動のプ

ロセスです。

（注）

3.
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参照先説明ステップ

HXクラスタのグレースフル
シャットダウン

vSphereWebクライアントを起
動し、HXサーバ上に存在する
すべてのユーザ VMと HX
データストア上で稼働中のす

べてのユーザ VMの電源をオ
フにします。これには、コン

ピューティング専用ノード上

で稼働中の VMも含まれま
す。VMがシャットダウンさ
れた後、クラスタの正常性を

確認し、グレースフルシャッ

トダウンを実行します。

HyperFlexコント
ローラの VM
（stCtlVM）は、電
源をオンにしたまま

にしておく必要があ

ります。

重要

4.

Cisco UCSManagerを使用した
ホストファームウェアパッ

ケージの変更

アップグレードプロセスを開

始する前に、正しいファーム

ウェアバージョンを手動でス

テージングします。

5.

vCenterで、各 HXコントロー
ラVM（stCtlVM）を右クリッ
クして [Power] > [Shut Down
Guest OS]を選択します。

HyperFlexコントローラ VM
（stCtlVM）をシャットダウン
します。

6.

vCenterで、各 ESXiホストを
右クリックして [Maintenance
Mode] > [Enter Maintenance
Mode]を選択します。

コントローラ VMがシャット
ダウンしたら、ESXiホストを
メンテナンスモードにしま

す。

7.

アップグレード手順
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参照先説明ステップ

HXクラスタノード（クラス
タに接続されている統合型

ノードとコンピューティング

専用ノードの両方を含む）を

構成するサーバ上で保留にさ

れている再起動に対して確認

応答します。すべてのノード

がアップグレードされるまで

待ちます。続行する前に、正

しいファームウェアパッケー

ジがインストールされている

ことを確認してください。

8.

vCenterで、各 ESXiホストを
右クリックして [Maintenance
Mode] > [Exit Maintenance
Mode]を選択します。

ESXiホストが起動したら、ホ
ストのメンテナンスモードを

終了します。これで、コント

ローラ VMがオンラインに戻
るはずです。

9.

手動ブートストラップアップ

グレードプロセス

ブートストラップを実行し

て、Cisco HX Data Platformプ
ラグインをアップグレードし

ます。

重要 •ブートストラッ
プファイルをコ

ントローラ VM
の /tmpディレク

トリに必ずコ

ピーしてくださ

い。

•必ず、vCenterの
[管理
（Administration）]>
[クライアントプ
ラグイン（Client
Plug-Ins）]ペー
ジでプラグイン

のバージョンを

確認してくださ

い。

10.

アップグレード手順
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参照先説明ステップ

コマンド stcli

snapshot-schedule --disable

を実行します。

ブートストラップされたスト

レージコントローラ VMでス
ナップショットスケジュール

を無効にします。

このスクリプトは、

コントローラノード

の 1つで実行するだ
けで十分です。

（注）

11.

HX Connect UIを使用した
HyperFlexクラスタのアップグ
レード（1ページ）

CLIを使用したオフライン
アップグレード（15ページ）

同じコントローラ VMから、
アップグレードを開始しま

す。

12.

アップグレード後の作業アップグレードが完了したこ

とを確認します。

13.

クラスタの開始と VM電源オ
ン （16ページ）

アップグレードが完了した

後、クラスタを開始して VM
の電源をオンにします。

14.

コマンド stcli

snapshot-schedule --disable

を実行します。

同じコントローラ VMで、ス
ナップショットスケジュール

を有効にします。

15.

オフラインアップグレードに関するガイドライン

• 1.7xから 1.8xにアップグレードする場合は、--ucsm-hostパラメータと --ucsm-userパラメー
タが必要です。1.8(1a)/1.8(1b)から 2.0(1a)に移行する場合は、 Cisco UCSサーバファーム
ウェアバージョンの変更がないため、これらのパラメータを使用してはなりません。

重要

続行する前に、コンバインドアップグレードまたは分割アップグレードに関する次のガイドラ

インを考慮してください。

•パッケージ名は、コントローラVMにアップロードしたファイルと一致する必要がありま
す。

•パスワードの入力を求められたら、入力します。

アップグレード手順
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•新しいバージョンの Cisco HX Data Platformソフトウェアを使ってノードがアップグレー
ドされ、一度に 1つずつリブートされます。

•ネストされた vCenterを使用したオフラインクラスタのアップグレードはサポートされて
いません。

CLIを使用したオフラインアップグレード

分割アップグレードを実行する必要がある場合は、最初に HX Data Platformをアップグレード
する必要があります。HX Data Platformをリリース 3.5(1x)にアップグレードした後は、UCSM
のみ、または ESXiのみ、および/またはその両方の分割アップグレードを実行できます。

重要

CCisco HX Data Platform、ESXiおよび Cisco UCSファームウェアのコンバインドアップグレード

M5サーバ

# stcli cluster upgrade --components ucs-fw, hxdp, hypervisor --location/tmp/
<storfs package name,ESXi package name> --ucsm-host <IP/FQDN of UCSM>
--ucsm-user <UCSM User> --ucsm5-fw-version <UCSM Firmware Version>

M5サーバの例:

~# stcli cluster upgrade --components ucs-fw, hxdp, hypervisor --location
/tmp/storfs-packages-3.5.1a-19712.tgz
--ucsm-host eng-fi16.eng.storvisor.com --ucsm-user admin --ucs5fw-version '3.1(2g)'

M4サーバ

# stcli cluster upgrade --components ucs-fw, hxdp, hypervisor --location/tmp/
<storfs package name, ESXi package name> --ucsm-host <IP/FQDN of UCSM>
--ucsm-user <UCSM User> --ucsfw-version <UCSM Firmware Version>

M4サーバの例：

~# stcli cluster upgrade --components ucs-fw, hxdp, hypervisor --location
/tmp/storfs-packages-3.5.1a-19712.tgz
--ucsm-host eng-fi16.eng.storvisor.com --ucsm-user admin --ucsfw-version '3.1(2g)'

Cisco HX Data Platformおよび ESXiのコンバインドアップグレード

M5サーバ

# stcli cluster upgrade --components hxdp,hypervisor --location /tmp/hxupgrade_bundle.tgz
--hypervisor-bundle /tmp/esxiupgrade_bundle.zip

M5サーバの例:

~# stcli cluster upgrade --components hxdp,hypervisor --location /tmp/hxupgrade_bundle.tgz
--hypervisor-bundle /tmp/esxiupgrade_bundle.zip

M4サーバ

# stcli cluster upgrade --components hxdp,hypervisor --location /tmp/hxupgrade_bundle.tgz
--hypervisor-bundle /tmp/esxiupgrade_bundle.zip

M4サーバの例：

アップグレード手順
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~# stcli cluster upgrade --components hxdp,hypervisor --location /tmp/hxupgrade_bundle.tgz
--hypervisor-bundle /tmp/esxiupgrade_bundle.zip

Cisco HX Data Platformおよび Cisco UCS Firmwareファームウェアのコンバインドアップグレー
ド

M5サーバ

# stcli cluster upgrade --components hxdp,ucs-fw --location/tmp/
<storfs package name> --vcenter-user <vcuser> --ucsm-host <IP/FQDN of UCSM>
--ucsm-user <UCSM User> --ucsm5-fw-version <UCSM Firmware Version>

M4サーバ

# stcli cluster upgrade --components hxdp,ucs-fw --location/tmp/
<storfs package name> --vcenter-user <vcuser> --ucsm-host <IP/FQDN of UCSM>
--ucsm-user <UCSM User> --ucsfw-version <UCSM Firmware Version>

M4サーバの例：

~# stcli cluster upgrade --components hxdp,ucs-fw --location
/tmp/storfs-packages-1.8.1c-19712.tgz --vcenter-user administrator@vsphere.local
--ucsm-host eng-fi16.eng.storvisor.com --ucsm-user admin --ucsfw-version '3.1(2b)'

クラスタの開始と VM電源オン
アップグレードが完了してクラスタがアップグレードされた後、vCenterからログアウトして
再びログインし、アップグレードの変更を確認します。

手順

ステップ 1 アップグレードが完了した後、クラスタを開始します。

ステップ 2 SSHを介していずれかのコントローラ VMにログインします。

# stcli cluster start

例：

HyperFlex StorageController 1.8(1c)
Last login: Wed Sept 21 23:54:23 2016 from pguo-dev.eng.storvisor.com
root@ucs-stclivm - 384 -1;~# stcli cluster upgrade-status
Cluster upgrade succeeded. Cluster version: 1.8(1c)
root@ucs-stctlvm-384;~# stcli cluster start
waiting for Cluster to start on nodes: [ucs-383, ucs-384, ucs-385, ucs-386]

これによりクラスタが開始し、HXデータストアがマウントされます。クラスタがオンライン
になるまで待ちます。次のプロンプトが表示されます。

Started cluster on nodes; [ucs-383, ucs-384, ucs-385, ucs-386]
Cluster is online
root@ucs-stctlvm-384-1;~#

ステップ 3 VMを開始する前に、クラスタが正常な状態になるまで待ちます。次のコマンドを実行しま
す。

~# stcli clustr info| grep health

例：

アップグレード手順
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root@SpringpathControllerZRVF040451;~# stcli cluster info | grep health
healthState: healthy
state: healthy
storage cluster is healthy

ステップ 4 クラスタが正常な状態になったら、vSphere Webクライアントまたはシッククライアントを起
動して [Hosts and Cluster] > [Datacenter] > [Cluster]に移動します。右クリックして [Power] >
[Power On]を選択すると VMが開始します。

アップグレード手順
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